
 国語Ⅲ の基礎・基本 

 

１．細目数 

 分 類 Ａ Ｂ Ｃ 細目数計 

現代文 ５ ２ ２ ９ ３学年 

（２単位） 古文 ５ ３ １ ９ 

細 目 数 計 １０ ５ ３ １８ 

 

２．分類とそれらの内容 

１／１ 

分 類 項 目 細 目 理解すべき内容 区分

語彙 文中に用いられている漢字・語句を正しく読み書きし、

またその意味が理解できる。 

Ａ 

読解 段落ごとに筆者の論旨の展開を追うことで、筆者の意見

を理解できる。 

Ａ 

論理の展開 評論文の論理の組み立て及び展開が理解できる。 Ｂ 

日本文化論 作者の主張を通し、日本文化についての理解を深め、自

分の考えを持つことができる。 

Ｃ 

評論 

言語論 日本語にとどまらず、我々の生活に必要不可欠な言語に

ついて、その概念を正しく認識し、 

自分の考えを持つことができる。 

Ｃ 

文学史 作者についての正しい知識を前提に、作品の成立した背

景を十分に理解し、文学史上の位置づけを知ることがで

きる。 

Ａ 

語彙 文中に用いられている漢字・語句を正しく読み書きし、

その意味が理解できる。 

Ａ 

読解 小説特有の表現を踏まえ、人物・情景・心情などに注意

しながら、作者の表現したい意図（主題）を理解するこ

とができる。 

Ａ 

現代文 

小説 

鑑賞 文学作品としての構成や表現の特色をとらえ、行間から

にじみ出てくる作品の世界を味わい、その文学的世界観

を鑑賞することができる。 

Ｂ 

文学史 物語の種類をふまえ、作者及び作品の文学史上の価値・

位置づけを理解できる。 

Ａ 

語彙・語法 古語の意味及び、古文特有の表現及び、修辞法を理解す

ることができる。 

Ａ 

文法 助動詞の活用及び意味に注意して、文章を解釈できる。 Ａ 

解釈 敬語表現に注意し、人物関係や物語の内容を理解でき

る。 

Ａ 

古典常識 作品をとおして、当時の人々の生活・文化・風習を理解

することができる。 

Ａ 

物語 

観賞 物語の世界観を理解し、物語文学の面白さを味わうこと

ができる。 

Ｂ 

文学史 評論文及びその作者の文学史上の位置付けを確認し、そ

の価値を理解できる。 

Ｂ 

文学論 評論文に見られる批判的精神に基づく文学論を理解す

ることができる。 

Ｂ 

古文 

評論 

日本文化論 作品を通し、日本の文化に対する理解を深め、自分の考

えを持つことができる。 

Ｃ 

 



 政治経済 の基礎・基本 

 

１．基礎・基本の項目数 

                                                                              

  分 野 Ａ Ｂ Ｃ 項目数計 

   ３学年 現代の政治 １８ ３ ５ ２６ 

  (２単位) 現代の経済 １５ ８ ３ ２６ 

  現代社会の諸課題 ２ ８ ５ １５ 

 項目数計 ３５ １９ １３ ６７ 

 

２．項目とそれらの内容 

                                                                    １／４ 

分 類 項 目 細 目 理解すべき内容 区分

政治とは何か 政治とはどのような活動であるか、民主主義とはどの

ような考え方であるかを理解することができる。 
A 

近 代 国 民 国

家 に お け る

民主主義 

民主主義を支える政治思想・政治原理を理解し、

近代以降の民主主義の仕組みを理解することが

できる。 

A 

政 治 体 制 の

タイプ 

世界各国の政治体制のうち、特に、イギリス・ア

メリカの政治体制を理解することができる。民主

主義と社会主義の政治思想の相違、大衆民主主義

の成立と展開を理解することができる。 

B 

民 主 政 治 の

基本原則 

民主政治と法

の支配の関係

民主政治の基本原理と法の支配の考え方を理解

することができる。 
A 

日本における 

立憲主義の成立

立憲主義の思想を理解した上で、日本の立憲主義

の成立と展開を理解することができる。 
A 

立 憲 主 義 と

日 本 国 憲 法

の基本原理 日 本 国 憲 法

の基本原理 

日本国憲法の制定の経緯を踏まえた上で、日本国

憲法を支える基本原則を理解することができる。
A 

国会 国権の最高機関としての国会の機能と権限を理

解することができる。 
A 

内閣 内閣の有する行政権の意義を理解し、内閣と国会

の関係を理解することができる。 
A 

裁判所 裁判所の有する司法権とその独立の意義、違憲審

査権について理解することができる。 
A 

日 本 の 民 主

政 治 の し く

み 

平和主義 日本国憲法の定める平和主義の意義、憲法第9条をめぐ

る法律問題を理解し、憲法における平和主義のあり方

について自己の見解が持てるようになる。 

A 

基 本 的 人 権

の概念 

基本的人権とは何かを理解し、法の下の平等につ

いて、具体的事例を通して、現実に問題となって

いることを理解することができる。また、人権の

制約原理についても理解することができる。 

A 

国 家 か ら の

自由 

人身の自由、精神的自由、経済的自由についてそれぞ

れの意義を理解し、具体的事例をとおして、現代の自

由権についての問題を理解することができる。 

A 

国家による自

由 

20世紀の人権としての社会権成立の背景、社会権

の具体的内容について理解することができる。 
A 

基 本 的 人 権

の保障 

新しい人権 新しい人権の意義、その主張の根拠、新しい人権

として主張されている権利の具体的内容と法的

問題について理解することができる。 

A 

現代の政党政

治 

政党政治の意義、日本の政党政治の現状について

理解することができる。 
A 

現代の政治 

現代政治の 

実態 
選挙制度 選挙の意義を踏まえ、選挙制度、民主政治を実現

するための選挙の基本原則、現代の選挙制度が抱

える問題点を理解することができる。 

A 



２／４ 

分 類 項 目 細 目 理解すべき内容 区分

行 政 機 能 の
拡大と問題 

行政機能の肥大化の背景、行政を支える官僚制、
現代行政国家の抱える諸問題を踏まえて、行政改
革のあり方を考えることができる。 

B 
現代政治の 
実態 

政 治 参 加 の
手法 

世論の形成について理解し、市民の政治参加の具
体的手法を理解することができる。 

C 

国 際 政 治 の
特質 

国際政治の意義、国際政治と国内政治の相違点、
国際政治に働く政治理論、国際政治の主体の多様
化について理解することができる。 

A 

二 つ の 世 界
と第三世界 

第二次世界大戦後の冷戦の動向、第三世界の台頭
について理解することができる。 

C 

国 際 政 治 の
し く み と 戦
後 の 国 際 政
治の動向 

冷 戦 終 結 後
の世界 

冷戦終結後の国際政治の動向を理解することが
できる。 

C 

国 際 法 の 形
成と展開 

国際法の形成と展開を理解することができる。 
A 

国家主権にか
かわる国際法
と現実の課題

海と空に関する国際法を通して、国家領域を理解
するとともに、日本の領土に関する問題を認識
し、解決の方法を考えることができる。 

A 

国際連合 国際連合成立の背景、集団安全保障体制の意義、
国連の基本的な組織を理解することができる。 

B 

人権の 
国際的保障 

国際条約を通して、人権保障の国際化の流れを理
解することができる。 

C 

現代の政治 

国際法と 
国際平和 

平和のための 
国際的取り組み

国際平和実現のための国連の諸活動を理解する
ことができる。 

C 

経済活動の意
義・経済主体と
その結びつき 

三つの経済主体とそれぞれの結びつき、経済活動
における財・サービスの流れ、生産要素の流れ、
資金の流れを理解することができる。 

A 

国 民 所 得 と
国富の概念 

GDP、GNP、NNPを理解したうえで、国民所得の概念を理
解する。また、国民所得の三面等価、フローとストッ
クの概念、国富とは何かを理解することができる。 

A 

市場経済にお
ける需要と供
給の法則 

市場経済における価格の意義、需要供給の法則に
ついて理解することができる。 A 

市場経済にお
ける価格競争
と資源配分 

市場経済における価格競争と資源配分の関係、い
わゆる三大市場について理解することができる。 A 

市場の失敗 市場の失敗の意義を理解することができる。 A 

外部不経済 外部不経済について、具体例を踏まえて理解する
ことができる。 

A 

公 共 財 と 市
場の失敗 

公共財の特質を踏まえ、公共財が市場取引になじ
まないことを理解することができる。 

A 

規 模 の 経 済
性 

規模の経済性の概念について理解するとともに、寡占と
独占、寡占市場の特性について理解することができる。

A 

企業の形態 企業の果たす役割、企業の形態、企業の資金調達
の方法について理解することができる。 

B 

企 業 と 資 本
主義 

株式会社制度の概要を踏まえ、資本主義経済と株
式会社の関係を理解することができる。 

B 

政 府 財 政 と
税の構造 

政府財政と税の関係、税の構造と機能、国民の税
負担のしくみについて理解することができる。 

A 

財政政策 景気調整手段としての財政政策、財政のビルト＝
イン＝スタビライザー、政府債務の課題について
理解することができる。 

A 

資 金 の 循 環
と金融 

資金循環のしくみ、直接金融と間接金融の相違、通貨
の意義、信用創造について理解することができる。 

A 

現代の経済 
現代経済の

しくみ 

中央銀行の機
能と金融政策

中央銀行の機能と具体的な金融政策を理解する
ことができる。 

A 

 

                                                                     

 



３／４ 

  分 類    項 目   細 目      理解すべき内容 区分 

経済活動の意
義・経済主体と
その結びつき 

三つの経済主体とそれぞれの結びつき、経済活動
における財・サービスの流れ、生産要素の流れ、
資金の流れを理解することができる。 

A 

国 民 所 得 と
国富の概念 

GDP、GNP、NNPを理解したうえで、国民所得の概
念を理解する。また、国民所得の三面等価、フロ
ーとストックの概念、国富とは何かを理解するこ
とができる。 

A 

市場経済にお
ける需要と供
給の法則 

市場経済における価格の意義、需要供給の法則に
ついて理解することができる。 A 

市場経済にお
ける価格競争
と資源配分 

市場経済における価格競争と資源配分の関係、い
わゆる三大市場について理解することができる。 A 

市場の失敗 市場の失敗の意義を理解することができる。 A 

外部不経済 外部不経済について、具体例を踏まえて理解する
ことができる。 

A 

公 共 財 と 市
場の失敗 

公共財の特質を踏まえ、公共財が市場取引になじ
まないことを理解することができる。 

A 

規 模 の 経 済
性 

規模の経済性の概念について理解するとともに、
寡占と独占、寡占市場の特性について理解するこ
とができる。 

A 

企業の形態 企業の果たす役割、企業の形態、企業の資金調達
の方法について理解することができる。 

B 

企 業 と 資 本
主義 

株式会社制度の概要を踏まえ、資本主義経済と株
式会社の関係を理解することができる。 

B 

政 府 財 政 と
税の構造 

政府財政と税の関係、税の構造と機能、国民の税
負担のしくみについて理解することができる。 

A 

財政政策 景気調整手段としての財政政策、財政のビルト＝
イン＝スタビライザー、政府債務の課題について
理解することができる。 

A 

資 金 の 循 環
と金融 

資金循環のしくみ、直接金融と間接金融の相違、通貨
の意義、信用創造について理解することができる。 

A 

現代経済の
しくみ 

中央銀行の機
能と金融政策

中央銀行の機能と具体的な金融政策を理解する
ことができる。 

A 

市 場 経 済 の
発展 

産業革命の意義、分業の進展による市場取引の拡
大、技術革新と市場経済の関係について理解する
ことができる。 

B 

資 本 主 義 経
済 と 社 会 主
義経済 

資本主義の意義と発展、資本主義経済の弱点、社
会主義経済の主張の背景と特質を理解すること
ができる。 

B 

労 使 関 係 の
制度 

労働三法の意義、労働組合の果たす役割について
理解することができる。 

C 

景気変動 資本主義経済における景気変動と乗数効果、景気循環と
経済成長の関係、景気と失業の関係、インフレーション
とデフレーションの意義を理解することができる。 

A 

世界経済と
日本経済の

動向 

戦 後 の 日 本
経済の動向 

戦後の経済改革、高度経済成長から石油ショック、日
本経済のグローバル化の進展、バブル経済からその崩
壊までの日本経済史の概要を理解することができる。

B 

貿易と国際分業 自由貿易主義と保護貿易主義を理解することができる。 B 

国 際 収 支 と
為替レート 

国際収支、為替レートと外国為替市場を理解する
ことができる。 

B 

戦 後 の 国 際
金 融 シ ス テ
ム 

戦後の固定相場制度から変動為替相場制への移
行、プラザ合意、発展途上国における累積債務問
題と通貨危機を理解することができる。 

C 

海外投資 海外投資の意義を理解することができる。 C 

現代の経済 

国際経済の
しくみ 

経 済 の グ ロ
ーバル化 

経済のグローバル化の現状を把握し、国際的な政策協
調、地域的経済統合の広がりを理解することができる。 A 

 



４／４ 

  分 類    項 目   細 目      理解すべき内容 区分 

南北問題 南北問題の意義を理解し、先進国の対応を理解す

ることができる。 
A 

現代の経済 
世界経済の

課題と日本
世界経済にお

ける日本の果

たす役割 

世界経済における日本の果たすべき役割を考え

ることができる。 B 

大 き な 政 府

と 小 さ な 政

府 

大きな政府と小さな政府の意義、行政改革のあり

方を理解することができる。 A 

地 方 自 治 と

地方政治 

地方自治の理念、地方自治の基本的制度を理解す

ることができる。 
B 

社 会 保 障 制

度 

社会保障制度の重要性、その展開、日本の社会保

障制度の現状を理解することができる。 
C 

高 度 情 報 化

社 会 と 市 民

生活 

高度情報化社会が市民生活にもたらす影響と問

題点を理解することができる。 C 

中 小 企 業 問

題 

日本における産業構造の変化の中で、中小企業が

果たす役割を理解することができる。 
C 

労 働 市 場 の

実態 

現代社会における労働問題を概観し、労働市場の

実態を理解することができる。 
B 

消費者問題 現代経済における消費者の立場を踏まえ、消費者

保護の必要性、その具体的制度について理解する

ことができる。 

B 

公 害 防 止 と

環境保全 

高度経済成長期の公害問題、都市問題、地球環境

問題を理解し、環境保全への具体的取り組みを考

えることができる。 

B 

農 業 と 食 糧

問題 

日本の食糧事情、食の安全についての意識の高ま

りを踏まえ、農業の自由化か、農業保護の強化か

の問題を考えることができる。 

B 

地 球 環 境 問

題 

地球環境問題の深刻化した現状を理解し、特に、

地球温暖化防止に向けた世界的取り組みと日本

の取り組みを理解することができる。 

A 

核 兵 器 と 軍

縮 

軍縮の進展の背景、軍縮への具体的な取り組みを

理解することができる。 
C 

人種・民族問

題 

民族自決権の意義、冷戦終結後の国際社会の動向

を踏まえ、人種・民族問題の本質を捉えることが

できる。 

B 

経 済 格 差 の

是 正 と 国 際

協力 

発展途上国の現状を理解し、国際経済協力の必要

性を理解することができる。 B 

貿 易 摩 擦 と

外交 

経済摩擦の意義、経済摩擦の原因を理解すること

ができる。 
C 

現代社会

の諸課題 

現代日本の

政治経済 

日 本 の 立 場

と役割 

経済大国として、平和主義を掲げた国として、国

際社会への貢献のあり方を考えることができる。
B 

 

 



 微積分学Ⅲ の基礎・基本 

 

１． 細目数 

 分 類 Ａ Ｂ Ｃ 細目数計 

媒介変数表示と微分法 ４ ０ ０ ４ 

１変数積分の応用 ７ ２ ０ ９ 

微分方程式 ８ ８ ０ １６ 

３学年 

（２単位） 

関数の展開 ９ ３ １ １３ 

細 目 数 計 ２８ １３ １ ４２ 

 

２． 分類とそれらの内容 

１／２ 

分類 項目 細目 理解すべき内容 区分

媒介変数の意味が理解できる Ａ 媒介変数表示 

円、楕円、サイクロイドの媒介変数表示

ができる 
Ａ 

公式が理解できる Ａ 

媒 介 変 数

表 示 と 微

分 

媒介変数表示と微

分 

媒介変数表示の関数

の導関数 円、楕円、サイクロイドの導関数が求め

られる 
Ａ 

面積の計算ができる Ａ 

曲線の長さが計算できる Ａ 

媒介変数表示 

回転体の表面積が計算できる Ｂ 

動径、偏角の意味が理解できる Ａ 

直交座標との関係が理解できる Ａ 

面積が計算できる Ａ 

極座標 

曲線の長さが計算できる Ｂ 

変化率と積分 速度、加速度と積分の関係が理解できる Ａ 

１ 変 数 関

数の応用 

 

 

 

 

 

 

 

 

積分の応用 

広義積分 定義が理解できる Ａ 

微分方程式の意味 階数、解の意味が理解できる Ａ 

一般解、特殊解、初期条件、 

境界条件の意味が理解できる 
Ａ 

微分方程式の解 

特異解の意味が理解できる Ｂ 

変数分離形 変数分離形が解ける Ａ 

同次形 同次多項式の意味が理解でき、同次形が

解ける 
Ｂ 

斉次、非斉次の意味が理解できる Ａ 

１階微分方程式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
１階線形微分方程式 

定数変化法で解ける Ａ 

ロンスキアンが計算でき、線形独立、線

形従属の意味が理解できる  Ｂ 

斉次線形微分方程式の一般解の意味が

理解できる 
Ａ 

微 分 方 程

式 

 

 

２階微分方程式 

 

 

２階線形微分方程式 

非斉次線形微分方程式の一般解の意味

が理解できる Ａ 

 



 

分類 項目 細目 理解すべき内容 区分

定数係数斉次線形微

分方程式 

特性方程式が理解できて、解が求められ

る 
 Ａ 

定数係数非斉次線形

微分方程式 

斉次の一般解を用いて、非斉次の解が求

められる 
 Ｂ 

連立線形微分方程式の解法が理解でき

る 
 Ｂ 

斉次線形微分方程式を定数変化法で解

くことができる Ｂ 

いろいろな線形微分

方程式 

斉次線形微分方程式を級数法で解くこ

とができる 
Ｂ 

微 分 方 程

式 

（つづき） 

 

２階微分方程式 

（つづき） 

非線形２階微分方程

式 

次数を下げて解く方法が理解できる 
Ｂ 

１次近似式が求められる Ａ 

２次近似式が求められる Ａ 

ｎ次近似式が理解できる Ｂ 

ランダウの記号が理解できる 
Ｃ 

多項式近似 

極値の十分条件が理解できる 
Ａ 

無限数列が収束することの意味が理解

できる 
Ａ 

数列の極限 

収束、発散、振動の判定できる Ａ 

関 数 の 展

開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関数の展開 

 

 

 

 

 

 

級数 

 

級数の収束・発散が判定でき、和が計算

できる 
Ａ 

べき級数の定義が理解でき、その収束・

発散が判定できる Ａ 

基本的な関数のマクローリン展開がで

きる 
Ａ 

べき級数とマクロー

リン展開 

テイラー展開が理解できる Ｂ 

オイラーの公式が理解できる 
Ａ 

  

オイラーの公式 

ド・モアブルの定理が理解で 

きる 
Ｂ 

 

注：授業の進捗状況により、一部内容を後期（微積分学Ⅳ）にまわすことがある。 

 

 



 微積分学Ⅳ の基礎・基本 

 

１． 細目数 

 分 類 Ａ Ｂ Ｃ 細目数計 

偏微分 １０ ５ ２ １７ ３学年 

（２単位） 重積分 ５ ４ １ １０ 

細 目 数 計 １５ ９ ３ ２７ 

 

 

２． 分類とそれらの内容 

１／２ 

分 類 項 目 細 目 理解すべき内容 区分 

独立変数、従属変数、定義域、値域、曲

面の意味が理解できる Ａ 

平面上での極限値の求め方が理解でき

る 
Ａ 

２変数関数 

連続の意味を理解し、連続・不連続の判

定ができる 
Ｂ 

偏微分可能、偏微分係数の意味が理解で

き、計算できる 
Ａ 

偏導関数 

２変数の関数の例で偏微分が計算でき

る 
Ａ 

接平面 接平面の意味が理解でき、具体的な曲面

で接平面が求められる 
Ａ 

全微分可能 全微分可能が理解でき、近似式が計算で

きる 
Ｂ 

偏微分法 

合成関数の微分法 ２変数の合成関数の微分法が理解でき、

計算できること 
Ａ 

２次偏導関数が理解でき、計算できる Ａ 高次偏導関数 

２変数の合成関数の微分法を用いて２

次導関数が求められる 
Ｂ 

２変数の場合の１次近似式が理解でき、

計算できる 
Ｂ 

多項式による近似 

２変数の２次近似式が理解でき、計算で

きる 
Ｃ 

極値の必要条件が理解でき、極値の候補

が求められる Ａ 
極大・極小 

極値の判定法を用い、極値が求められる Ａ 

陰関数の微分法 陰関数の微分ができ、曲面の接平面が求

められる 
Ａ 

条件付極値問題 条件付き極値問題の解法が理解でき、実

際の問題が解ける 
Ｂ 

偏微分 

偏微分の応用 

包絡線 包絡線が求められる Ｃ 

 

 

 



２／２ 

分 類 項 目 細 目 理解すべき内容 区分 

２重積分の定義 

 

２重積分の定義およびその性質が理解

できる Ａ 

２重積分を累次積分で計算できる 
Ａ 

２重積分の計算 

積分順序が交換できる Ａ 

座標軸の回転が理解できる Ｂ 

極座標変換を用いて２重積分が計算で

きる 
Ａ 

原点以外に中心を持つ円領域上の積分

が計算できる 
Ｃ 

変数変換と重積分 

ヤコビアンを用いて基本的な変数変換

ができる 
Ａ 

広義積分 

 

２変数の広義積分が理解でき、実際の関

数で計算できる 
Ｂ 

一般的な曲面で曲面積が計算できる 
Ｂ 

重積分 ２重積分 

２重積分のいろいろ

な応用 

曲面の重心が理解でき、実際の曲面で重

心が求められる 
Ｂ 

 



  確率・統計  の基礎・基本 

 

１．細目数 

 

 

２．分類とそれらの内容 

１／２ 

分 類 項 目 細 目 理解すべき内容 区分 

確率の定義 事象Ａの起こる確率Ｐ（Ａ）の定義を理解で

き、確率の計算ができる 

Ａ 

統計的確率 統計的確率の意味が理解できる Ａ 

事象 いろいろな事象をベン図で理解できる Ａ 

確率の基本性質 確率の基本性質を理解できる Ａ 

確率の定義と性

質 

 

 

 

 

 

確率の加法定理 確率の加法定理を利用して、確率の計算がで

きる 

Ａ 

条件つき確率  条件つき確率の定義を理解できる  Ｂ 

確率の乗法定理 確率の乗法定理を利用して、確率の計算がで

きる 

Ｂ 

事象の独立 事象の独立の概念を理解できる Ａ 

反復試行 反復試行を理解できる Ａ 

確率 

いろいろな確率 

反復試行の確率 反復試行の確率の計算ができる Ａ 

度数分布 データ全体のようすを度数分布で表現する

ことができる 

Ａ 

代表値 平均，中央値，最頻値を求めることができる Ａ 

平均の性質 平均の性質を理解できる Ｂ 

散布度 範囲，分散，標準偏差を求めることができる Ａ 

１次元のデータ 

分散と標準偏差の

性質 

分散と標準偏差の性質を理解できる 

 

Ｂ 

相関 散布図から相関関係を理解できる Ａ 

共分散 共分散を求めることができる Ａ 

相関係数 相関係数を求めることができる Ａ 

データの整

理 

２次元のデータ 

回帰直線 ｙのｘへの回帰直線の方程式を求めること

ができる 

Ｂ 

 

 分  類 Ａ Ｂ Ｃ   細目数計 

確率 ８ ２ ０ １０ 

データ整理 ６ ３ ０ ９ 

３学年 

（２単位） 

確率分布 １３ ４ １ １８ 

細 目 数 計 ２７ ９ １ ３７ 
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２／２ 

分 類 項 目 細 目 理解すべき内容 区分 

確率変数 確率変数の概念を理解できる Ａ 

確率分布 確率分布を理解できる Ａ 

平均 確率分布の平均を求めることができる Ａ 

平均の性質 平均の性質が理解できる Ｂ 

分散 確率分布の分散を求めることができる Ａ 

分散の性質 分散の性質が理解できる Ｂ 

標準化 確率変数の標準化を理解できる Ｂ 

二項分布 二項分布の確率の計算ができる Ａ 

二項分布の平均と

分散 

二項分布の平均と分散を求めることができ

る 

Ａ 

連続型確率変数 連続型確率変数の概念を理解できる Ａ 

確率密度関数 確率密度関数の概念を理解できる Ａ 

累積分布関数 累積分布関数を理解できる Ｂ 

連続型確率変数の

平均と分散 

連続型確率変数の平均と分散の定義を理解

できる 

Ａ 

平均と分散の性 

質 

平均と分散の性質を理解できる 

 

Ａ 

 

正規分布 正規分布の定義を理解できる Ａ 

正規分布の平均と

分散 

正規分布の平均と分散を求めることができ

る 

Ｃ 

標準正規分布 標準正規分布の確率を求めることができる Ａ 

確率分布 確率変数と確率

分布 

正規分布の標準化 正規分布表を利用して正規分布の確率を求

めることができる 

Ａ 

 

 



 

 

 保健体育 の基礎基本 
  

１． 細目数 
 

 分 類 Ａ Ｂ Ｃ 細目数計 

基礎的な動き ３ ０ ０ ３ 

実 技 １０５ ４５ ６ １５６ 

３年生 
(男女) 
２単位 理論 １７ ３ ０ ２０ 

 細目数計 １２５ ４８ ６ １７９ 

 
２． 分類とそれらの内容                                  

１／５ 

分類 項目 細目 理解すべき内容 区分

基礎的 
な動き 

 
ｽﾎﾟｰﾂﾃｽﾄ 

運動能力ﾃｽﾄ 

体力診断ﾃｽﾄ 

診断と評価 

・持久走(1500ｍ)､50ｍ走､立ち幅跳び､ﾎﾞｰﾙ投げ 

・握力，上体起こし､長座体前屈､反復横とび 

・測定結果に基づく自己評価と診断方法 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 
 
 
 
 
 
 
 
ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ 

基本技能の復習

と習熟 

 

 

ﾛﾝｸﾞｽﾛｰ 

 

ﾊﾞﾝﾄの基本練習

と打球処理練習

 

 

連携ﾌﾟﾚｲ 

 

 

 

 

 

 

 

ｼｰﾄﾉｯｸ 

試合 

・ｽﾛｰｲﾝｸﾞとｷｬｯﾁﾝｸﾞの練習(２人でのｷｬｯﾁﾎﾞｰﾙ､３人で

 のｷｬｯﾁﾎﾞｰﾙ､ﾀﾞﾌﾞﾙﾌﾟﾚｲのｷｬｯﾁﾎﾞｰﾙ) 

・ﾊﾞｯﾃｨﾝｸﾞの練習:ﾄｽﾊﾞｯﾃｨﾝｸﾞと守備 

               :ﾊｰﾌﾊﾞｯﾃｨﾝｸﾞと守備 

・外野手が内野に返球するｽﾛｰｲﾝｸﾞ 

・ｽﾘﾝｸﾞｼｮｯﾄ及びｳｨﾝﾄﾞﾐﾙ投法で遠投 

・３人でｸﾞﾙｰﾌﾟを作り、２対１（打者と守備・投手）

 に組み打者がﾊﾞﾝﾄしたら守備者は低い姿勢で打球の

 方向に素早くｽﾀｰﾄして捕球し､ｱﾝﾀﾞｰｽﾛｰで投手に返

 球する 

・ﾊﾞﾝﾄ処理・送球･ﾍﾞｰｽｶﾊﾞｰの練習（特にｾｶﾝﾄﾞのﾍﾞｰｽ

 ｶﾊﾞｰを確実に) 

・ﾀﾞﾌﾞﾙﾌﾟﾚｲ（野手は前進守備) 

・挟殺ﾌﾟﾚｲ（本塁から遠い塁の方へ追い込む) 

・中継ﾌﾟﾚｲ（中継者は送球者と捕球者の一直線上に入

 り低い姿勢で体を半身にさせｻｲﾄﾞｽﾃｯﾌﾟしながら捕

 球と送球をする) 

・内野手と外野手が正しいﾎﾟｼﾞｼｮﾝをとり実践を想定 

した形でﾉｯｶｰがﾎﾞｰﾙを打ち実践形式の練習を行う 

・ﾘｰﾀﾞｰのｻｲﾝにより盗塁､ﾊﾞﾝﾄ作戦などに挑戦 ・審判

Ａ 

 

 Ａ 

 Ａ 

Ｂ 

Ｂ 

 Ａ 

 

 

 

 Ｂ 

 

 Ｂ 

Ｂ 

 Ｂ 

 

 

 Ａ 

 

 Ａ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
実技 

(選択制) 
 

  
 

卓球 

（女子は１・２

年次で履修、男

子は教材とし

て初履修） 

 
 
 
  

 
 

ﾗｹｯﾄの握り方 

 

 
打球点と打法の

種類をおぼえる

 
ｻｰﾋﾞｽ 

 

 

ﾚｼｰﾌﾞ 

ｹﾞｰﾑ 

 

・ﾍﾟﾝﾎﾙﾀﾞｰｸﾞﾘｯﾌﾟ   ・ｼｪｰｸﾊﾝﾄﾞｸﾞﾘｯﾌﾟ 

・ｶｯﾄ､ﾄﾞﾗｲﾌﾞ､ｽﾏｯｼｭ，前陣攻撃､ｼｮｰﾄ､ﾊｰﾌﾎﾞﾚｰ､ﾂｯﾂｷ 

 
・ﾌｫｱﾊﾝﾄﾞの打ち方・ﾊﾞｯｸﾊﾝﾄﾞの打ち方･ｼｮｰﾄの打ち方 
・ﾌﾟｯｼｭの打ち方 ・ﾂｯﾂｷの打ち方 

 
・ｻｰﾋﾞｽのﾙｰﾙを理解する 

・２つあるｻｰﾋﾞｽ(ﾌｫｱｻｰﾋﾞｽ､ﾊﾞｯｸｻｰﾋﾞｽ) 

・ｻｰﾋﾞｽの３要素(ｽﾋﾟｰﾄﾞ､ｽﾋﾟﾝ､ｺｰｽ)を理解 

・構え方 

・ｼﾝｸﾞﾙｽの競技の進め方 

・ﾀﾞﾌﾞﾙｽの競技の進め方 

・審判のやり方 

Ａ 

 Ａ 

  
Ａ 

 Ａ 

 
 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

  
                                                                          



 

 

 

２／５ 

分類 項目 細目 理解すべき内容 区分

 
 
 
ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ 

（女子は１・２

年次で履修、男

子は教材とし

て初履修） 

 
 

ｸﾞﾘｯﾌﾟ 

正しいｽﾀﾝｽ 

･ｸﾞﾘｯﾌﾟの定着 

 

･ﾌｯﾄﾜｰｸ 

 

･ﾌｯﾄﾜｰｸとｽﾄﾛｰｸ

の連携 
競技の方法 

 

･ｹﾞｰﾑ 

・ｳｪｽﾀﾝｸﾞﾘｯﾌﾟ(横握り)､ｲｰｽﾀﾝｸﾞﾘｯﾌﾟ（縦握り) 

・待機のｽﾀﾝｽ ・ﾌｫｱﾊﾝﾄﾞとﾊﾞｯｸﾊﾝﾄﾞｽﾄﾛｰｸのｽﾀﾝｽ 

・ﾛｰｼｮｰﾄｻｰﾋﾞｽ ・ﾍｱﾋﾟﾝ ・ﾊｲﾛﾝｸﾞｻｰﾋﾞｽ  ・ｸﾘﾔｰ

・ｽﾏｯｼｭ ・ﾄﾞﾛｯﾌﾟ ・ﾄﾞﾗｲﾌﾞ・ﾊﾞｯｸﾊﾝﾄﾞのｸﾘﾔｰ 

・ｽﾃｯﾌﾟ走法（比較的遠い距離と近い距離を移動） 

・ｸﾘﾔｰとﾄﾞﾛｯﾌﾟｼｮｯﾄの応酬 ・ｸﾘﾔｰとｽﾏｯｼｭの応酬 

・ﾄﾞﾗｲﾌﾞの応酬 ・ｸﾘﾔｰの応酬 ・ﾍﾔﾋﾟﾝの応酬 

・ｹﾞｰﾑの開始 ・ｽｺｱﾘﾝｸﾞ ・ﾁｪﾝｼﾞｴﾝﾄﾞ 

・ｼﾝｸﾞﾙｽとﾀﾞﾌﾞﾙｽ 

・ﾌｫﾙﾄについて 

・ｼﾝｸﾞﾙｽ  ・ﾀﾞﾌﾞﾙｽ 
 

Ａ 

 Ａ 

Ｂ 

Ｂ 

 Ａ 

 Ｂ 

 Ｂ 

 Ａ 

 Ｂ 

Ｂ 

 Ａ 

 
 
 
 
 
 
 

ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ 

ﾁｰﾑや個人の現状

確認 

 

基本技能の習熟

集団技能 

 

 

 

ｱﾀｯｸﾌｫ-ﾒｰｼｮﾝの
理解と挑戦 

 

 

ｹﾞｰﾑ 

・ﾒﾝﾊﾞｰの技能ﾚﾍﾞﾙを理解し基本技能のﾚﾍﾞﾙｱｯﾌﾟ練習 

のﾒﾆｭｰを考える 

・ﾒﾝﾊﾞｰの身体的特性とﾌﾟﾚｲの特徴を互いに理解する

・ﾊﾟｽ､ｻｰﾋﾞｽ､ｽﾊﾟｲｸの個人技能の向上 

・連続､予測してのﾚｼｰﾌﾞ(ｶﾊﾞｰﾌﾟﾚｲも加えて) 

   ﾊﾞｯｸのﾚｼｰﾌﾞ練習   ﾌｫﾜｰﾄﾞのﾚｼｰﾌﾞ練習 

   ｻｰﾌﾞﾚｼ-ﾌﾞの練習   ﾄｽと攻撃 

   高いﾄｽからのｱﾀｯｸ  平行ﾄｽからのｱﾀｯｸ 

・速攻(ＡＢＣＤｸｲｯｸ） 

  3･3ﾌｫｰﾒｰｼｮﾝ 
  2･2･2ﾌｫｰﾒｰｼｮﾝ 
  2･1･3ﾌｫｰﾒｰｼｮﾝ 
・ﾒﾝﾊﾞｰの個性と特徴を考慮して､それぞれのﾎﾟｼﾞｼｮﾝ

 で要求される(ｾｯﾀｰ､ｱﾀｯｶｰ､ﾚｼｰﾌﾞなど)適性を備えた

 人員配置で1･5Ｗﾌｫｰﾒｰｼｮﾝによるｹﾞｰﾑを行う 

・審判 
 

Ａ 

 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 

  
  
 Ｃ 

 Ｂ 

 Ｂ 

 Ｂ 

 Ｂ 

  
  
 Ａ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
実技 

(選択制) 
 

 
 
 
 
 
 

ｿﾌﾄﾃﾆｽ 
 
 
 
 
 

基本技能の復習

 

 

 

技能学習 

 

 

 

 

 

練習 

 

 

 

ｹﾞｰﾑ 

・ｻｰﾋﾞｽ(ﾌﾟｯｼｭｻｰﾋﾞｽ､ｱﾝﾀﾞｰｻｰﾋﾞｽ)の習熟 

・ｸﾞﾗﾝﾄﾞｽﾄﾛｰｸ(ﾌｫｱﾊﾝﾄﾞのｱﾝﾀﾞｰｽﾄﾛｰｸ､ﾊﾞｯｸﾊﾝﾄﾞのｱﾝﾀﾞ

 ｰｽﾄﾛｰｸ)の習熟 

・ﾌｫｱﾊﾝﾄﾞﾎﾞﾚｰ 

・ﾌﾗｯﾄｻｰﾋﾞｽ 

・ﾘﾊﾞｰｽｻｰﾋﾞｽ 

・ｽﾗｲｽｻｰﾋﾞｽ 

・ﾌｫｱﾊﾝﾄﾞのｻｲﾄﾞｽﾄﾛｰｸ 

・ﾌｫｱﾊﾝﾄﾞのﾄｯﾌﾟｽﾄﾛｰｸ 

・ﾊﾞｯｸﾊﾝﾄﾞﾎﾞﾚｰ 

・ﾈｯﾄ打ち 

・3ｺｰｽ（正ｸﾛｽ､ﾐﾄﾞﾙ､逆ｸﾛｽ)での乱打 

・ｺｰｽ打ち分け乱打 

・ｻｰﾋﾞｽの練習(ﾌｧｰｽﾄｻｰﾋﾞｽとｾｶﾝﾄﾞｻｰﾋﾞｽの打ち分け)

・雁行陣と平行陣の戦法を理解して作戦を立てる 

・審判 

Ａ 

 Ａ 

 

 Ａ 

 Ｂ 

 Ｂ 

 Ｂ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ｂ 

 Ａ 

 Ｂ 

 Ａ 

 

 



 

 

３／５ 

分類 項目 細目 理解すべき内容 区分

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
実技 

(選択制) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
ｻｯｶｰ 

基礎技術 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｼｭｰﾄ練習 

 

 

 

 

 

 

 

ﾊﾟｽ 

 

 

 

 

ﾌｫｰﾒｰｼｮﾝｼｽﾃﾑ 

 

 

 
 
 
 
 
ｾｯﾄﾌﾟﾚｰ 

 

 

 
ｹﾞｰﾑ 

 

･ｷｯｸ:ｲﾝｽﾃｯﾌﾟｷｯｸ 
    :ｲﾝｻｲﾄﾞｷｯｸ､ｱｳﾄｻｲﾄﾞｷｯｸ 
    :ｲﾝﾌﾛﾝﾄｷｯｸ､ｱｳﾄﾌﾛﾝﾄｷｯｸ 
･ﾄﾗｯﾋﾟﾝｸﾞ:浮き球をｲﾝｻｲﾄﾞでﾄﾗｯﾌﾟ 

         :ｺﾞﾛのﾎﾞｰﾙをｲﾝｻｲﾄﾞでﾄﾗｯﾌﾟ 

         :ｺﾞﾛのﾎﾞｰﾙをｱｳﾄｻｲﾄﾞでﾄﾗｯﾌﾟ 

         :ﾊﾞｳﾝﾄﾞした球をｲﾝｻｲﾄﾞでﾄﾗｯﾌﾟ 

         :浮き球をｱｳﾄｻｲﾄﾞでﾄﾗｯﾌﾟ 

         :浮き球をｲﾝｽﾃｯﾌﾟでﾄﾗｯﾌﾟ 

         :浮き球を胸でﾄﾗｯﾌﾟ 

･ﾄﾞﾘﾌﾞﾙ:ｽﾋﾟｰﾄﾞ･ﾄﾞﾘﾌﾞﾙ 
       :ｲﾝｻｲﾄﾞを使ったﾄﾞﾘﾌﾞﾙ 

       :ｱｳﾄｻｲﾄﾞを使ったﾄﾞﾘﾌﾞﾙ 

･ﾍﾃﾞｨﾝｸﾞ:ｽﾀﾝﾃﾞｨﾝｸﾞﾍｯﾄﾞ 
        :正面のｼﾞｬﾝﾋﾟﾝｸﾞﾍｯﾄﾞ 

･ﾀｯｸﾙ:ｽﾀﾝﾃﾞｨﾝｸﾞﾀｯｸﾙ 
     :ｲﾝｻｲﾄﾞでのｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞﾀｯｸﾙ 

･ｺﾞｰﾙ前からのｺﾞﾛのﾎﾞｰﾙをｲﾝｽﾃｯﾌﾟｷｯｸでｼｭｰﾄ 

･ｺﾞｰﾙ方向に前に転がっていくﾎﾞｰﾙのｼｭｰﾄ 

･ｺﾞｰﾙ前にｻｰﾋﾞｽされるｺﾞﾛや浮き球をﾜﾝﾄﾗｯﾌﾟ＆ｼｭｰﾄ 

・ｺﾝﾋﾞﾈｰｼｮﾝｼｭｰﾄ:３人一組でﾊﾟｽをつなぎながらﾍﾟﾅﾙﾃ 
               ｨｴﾘｱ近くからｼｭｰﾄ 

･ｾﾝﾀｰﾘﾝｸﾞからのｼｭｰﾄ:ﾄﾗｯﾌﾟ＆ｼｭｰﾄ 

                   :ﾍﾃﾞｨﾝｸﾞ 
･ﾄﾞﾘﾌﾞﾙｼｭｰﾄ:ｼﾞｸﾞｻﾞｸﾞﾄﾞﾘﾌﾞﾙ(ｲﾝｻｲﾄﾞ､ｱｳﾄｻｲﾄﾞ) 
･ﾊﾟｽｱﾝﾄﾞｺﾞｰ:ﾜﾝﾄﾗｯﾌﾟして 

           :ﾀﾞｲﾚｸﾄで 

           :ﾄﾗｯﾌﾟではずして 

           :ﾊﾟｽｱﾝﾄﾞｺﾞｰと壁ﾊﾟｽ 

           :ｲﾝﾌﾛﾝﾄｷｯｸのﾊﾟｽ 

･4･3･3ｼｽﾃﾑの理解:ﾎﾟｼﾞｼｮﾝの呼称(ＤＦ：ｻｲﾄﾞﾌﾙﾊﾞｯｸ  
               ･ｽﾄｯﾊﾟｰ･ｽｳｨｰﾊﾟｰ､ＭＦ:ﾃﾞｨﾌｪﾝｼﾌﾞﾊ  
               ｰﾌ･ｹﾞｰﾑﾒｰｶｰ･ｵﾌｪﾝｼﾌﾞﾊｰﾌ､ＦＷ:ｾﾝﾀ  
               ｰﾌｫﾜｰﾄﾞ､ｳｲﾝｸﾞﾌｫﾜｰﾄﾞ) 
                 :ﾎﾟｼﾞｼｮﾝごとの役割 

                 :基本的な守り方(ﾏﾝﾂｰﾏﾝとｿﾞｰﾝの 
                 併用) 

                 :ﾏｰｸの３原則の理解 
･ｺｰﾅｰｷｯｸ:攻め(ﾆｱとﾌｧｰへの飛び込みとﾀｲﾐﾝｸﾞ) 

        :守り(ﾆｱﾎﾟｹｯﾄ､ﾌｧｰﾎﾟｹｯﾄの守りとＧＫとの連

          携) 

･ﾌﾘｰｷｯｸ:攻め(様々な形から) 
       :守り(相手に応じて) 
･4ｰ3ｰ3ｼｽﾃﾑﾌｫｰﾒｰｼｮﾝに基づいたＤＦ陣､ＭＦ陣､ＦＷ陣

が一体となってｹﾞｰﾑができる 

･審判 
 
 

Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ｂ 

 Ｂ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ｂ 

 Ａ 

 Ｂ 

 Ａ 

 Ｂ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 

 Ａ 

 Ｂ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ｂ 

 Ａ 

 Ｂ 

 Ｂ 

 Ａ 

 

 

 

 Ａ 

 Ａ 

 

 Ａ 
Ｂ 

 Ｃ 

 

Ｂ 
Ｃ 

 Ｂ 

 

 Ａ 

 

 



 

 

４／５ 

分類 項目 細目 理解すべき内容 区分

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ 

･ﾁｰﾑや個人の現状

把握 

 

･基礎技術（攻撃)

の練習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

集団技術（攻撃）

の練習 
 

･ﾒﾝﾊﾞｰの技能ﾚﾍﾞﾙを理解し基本技能のﾚﾍﾞﾙｱｯﾌﾟ練習の

ﾒﾆｭｰを考える 

･ﾒﾝﾊﾞｰの身体的特性とﾌﾟﾚｲの特徴をお互いに理解する

･ﾎﾞｰﾙﾊﾝﾄﾞﾘﾝｸﾞ 

･ﾚｲｱｯﾌﾟｼｮｯﾄ:ﾎﾞｰﾙを持ってﾚｲｱｯﾌﾟｼｮｯﾄ 

          :静止したﾎﾞｰﾙをつかみﾚｲｱｯﾌﾟｼｮｯﾄ 

          :ｺﾞｰﾙ下のﾎﾞｰﾙをつかみﾚｲｱｯﾌﾟｼｮｯﾄ 

          :ﾊﾟｽを受けてﾚｲｱｯﾌﾟｼｮｯﾄ 

･ﾘﾊﾞｳﾝﾄﾞﾎﾞｰﾙの練習:全員のﾘﾊﾞｳﾝﾄﾞ 

                 :２人のﾘﾊﾞｳﾝﾄﾞの連続的な練習 

                 :1人のﾘﾊﾞｳﾝﾄﾞｼｮｯﾄの練習 

                 :２人のﾘﾊﾞｳﾝﾄﾞｼｮｯﾄの練習 

･相手の振りきり方とﾎﾞｰﾙｷｬｯﾁの練習 

   :ﾎﾞｰﾙを持たない身体の扱い方(ﾌｯﾄﾜｰｸ:ﾀﾞｯｼｭとｼﾞｮ 
  ｷﾞﾝｸﾞ､ﾀﾞｯｼｭとｽﾄｯﾌﾟ､方向変換) 

   :ﾎﾞｰﾙの操作とﾎﾞｰﾙを受けるための動き(ﾌｪｰｸとﾀﾞｯ

   ｼｭを利用して､ｽｸﾘｰﾝを利用して) 

･ﾄﾞﾘﾌﾞﾙの練習:ﾎﾞｰﾙのつき方 

             :ﾄﾞﾘﾌﾞﾙ走 

             : 方向変換のﾄﾞﾘﾌﾞﾙ 

･ﾋﾟﾎﾞｯﾄの練習 :その場180度ﾀｰﾝ  :ﾄﾞﾘﾌﾞﾙ後180度ﾀｰﾝ

･ｾｯﾄｵﾌｪﾝｽの練習:ﾊﾟｽ（対列ﾊﾟｽ､ｻｰｸﾙﾊﾟｽ､ﾄﾗｲｱﾝｸﾞﾙﾊﾟｽ)

              :ｶｯﾄｲﾝﾌﾟﾚｰの練習（２人のﾌﾟﾚｰの練習)

              :ｽｸﾘｰﾝﾌﾟﾚｰの練習(ｲﾝｻｲﾄﾞｽｸﾘｰﾝ･ﾌﾞﾛｯｸ

              ﾌﾟﾚｰ､ｱｳﾄｻｲﾄﾞｽｸﾘｰﾝ･ﾌﾞﾛｯｸﾌﾟﾚｰ) 
              :ﾎﾟｽﾄまたはﾋﾟﾎﾞｯﾄﾌﾟﾚｰの練習（２人  
             のﾌﾟﾚｰ) 

              :ｿﾞｰﾝﾃﾞｨﾌｪﾝｽの攻撃（２対１､３対２)

・速攻の練習:ﾗﾝﾆﾝｸﾞﾊﾟｽ 

Ａ 

 

 Ａ 

 Ｂ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 

 Ａ 

 

 Ａ 

 

 Ａ 

 Ａ 

 Ｂ 

Ｂ 

 Ａ 

 Ｂ
Ｂ 

 

 Ａ 
 

Ｂ 
Ａ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

実技 

(選択制) 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
  ｺﾞﾙﾌ 

ｺﾞﾙﾌの全体的理解

 

 

 

ｸﾗﾌﾞの種類と構造

 

 

 

ｱｲｱﾝの特徴 

 

競技方法 

ｸﾗﾌﾞの握り方 

 

足の位置 

 

 

構え方 

 

･歴史    ･ｺﾞﾙﾌの生涯ｽﾎﾟｰﾂ適性についての理解 

･安全管理についての十分な理解 

･ｺﾞﾙﾌｹﾞｰﾑの特性    ･ｺﾞﾙﾌｺｰｽの構成 

･ｴﾁｹｯﾄとﾏﾅｰの大切さ 

･ﾊﾟﾀｰ 

･ｸﾗﾌﾞ:ｸﾗﾌﾞﾍｯﾄﾞ､ｼｬﾌﾄ､ｸﾞﾘｯﾌﾟ 
･ｳｯﾄﾞｸﾗﾌ （゙木製､ﾒﾀﾙ､ｶｰﾎﾞﾝ):１番ｳｯﾄﾞはﾄﾞﾗｲﾊﾞｰと呼 
                          ばれる 

･ｱｲｱﾝ:１番～９番､１０番以上(ｳｪｯｼﾞ) 

･ﾛﾝｸﾞｱｲｱﾝ:1,2,3､4 ･ﾐﾄﾞﾙｱｲｱﾝ:5,6､7 ･ｼｮｰﾄｱｲｱﾝ:8,9,10, 
･基準打数とｽｺｱの数え方 

･ｵｰﾊﾞｰﾗｯﾋﾟﾝｸﾞｸﾞﾘｯﾌﾟ   ･ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞｸﾞﾘｯﾌﾟ 

・正しい握り方の手順  ･ｸﾞﾘｯﾌﾟｴﾝﾄﾞを半ｲﾝﾁ残して 

･ｽｸｴｱｽﾀﾝｽ   ･ｽﾀﾝｽの広さはﾄﾞﾗｲﾊﾞｰで肩幅が基準 

･右足のつま先はｽｸｴｱにｾｯﾄ ･ｽﾀﾝｽ幅でｽｲﾝｸﾞが決まる

･ﾎﾞｰﾙﾎﾟｼﾞｼｮﾝはｸﾗﾌﾞによって異なる 

･ｸﾞﾘｯﾌﾟﾎﾟｼﾞｼｮﾝは左太ももの内側 

･背筋を伸ばし腰から上体を前傾,体を飛球線と平行に

･常に同じ手順でアドレスする 

Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

Ｂ 

Ｂ 
Ｃ 

 

 



 

 

５／５ 

分類 項目 細目 理解すべき内容 区分

 
 
 
 
 
 
実技 

(選択制) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

ﾃﾆｽ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

歴史と特性 

 

ｸﾞﾘｯﾌﾟ 

 

ﾗｹｯﾄﾜｰｸ 

 

 

ﾎﾞｰﾙ回転の理解

ｽﾄﾛｰｸ 

 

 

 

ｻｰﾋﾞｽ 

 

ﾈｯﾄﾌﾟﾚｲ 

ｹﾞｰﾑとその進め

方 

・明治１１年ｱﾒﾘｶのﾘｰﾗﾝﾄﾞによって紹介され日本で誕

 生した軟式ﾃﾆｽ(ｿﾌﾄﾃﾆｽ)と共に普及発展 

・ｳｴｽﾀﾝｸﾞﾘｯﾌﾟ､ｾﾐｳｴｽﾀﾝｸﾞﾘｯﾌﾟ､ｺﾝﾁﾈﾝﾀﾙｸﾞﾘｯﾌﾟ､ｲｰｽﾀﾝ

 ｸﾞﾘｯﾌﾟとその特徴を理解する 

・ﾗｹｯﾄと足でﾎﾞｰﾙを拾う       
・定められた位置にﾎﾞｰﾙを置く 

・ﾗｹｯﾄでﾎﾞｰﾙを拾う  ・ﾗｹｯﾄでﾄﾞﾘﾌﾞﾙしながら走る

・ﾄｯﾌﾟｽﾋﾟﾝ､ﾌﾗｯﾄ､ｽﾗｲｽ 

・ﾌｫｱﾊﾝﾄﾞ･ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｽﾄﾛｰｸ 

・ﾊﾞｯｸﾊﾝﾄﾞ･ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｽﾄﾛｰｸ:片ﾊﾞｯｸﾊﾝﾄﾞ(ﾌﾗｯﾄ～ｽﾋﾟﾝ系)

                     :両手ﾊﾞｯｸﾊﾝﾄﾞ(ﾌﾗｯﾄ～ｽﾋﾟﾝ系)

                     :片手ﾊﾞｯｸﾊﾝﾄﾞ(ｽﾗｲｽ系) 

・ﾎﾞｰﾙの持ち方 

・ｱﾝﾀﾞｰﾊﾝﾄﾞｻｰﾋﾞｽ   ・ﾌﾟｯｼｭｻｰﾋﾞｽ 

・ﾎﾞﾚｰ(ﾌｫｱﾎﾞﾚｰ､ﾚﾃﾞｨ･ｽﾀﾝｽ､ﾊﾞｯｸﾎﾞﾚｰ)  ・ｽﾏｯｼｭ 

・ｼﾝｸﾞﾙｽとﾀﾞﾌﾞﾙｽ 

・ﾀﾞﾌﾞﾙｽのﾎﾟｼﾞｼｮﾝと役割（平行陣) 

・審判法(ﾄｽのやり方､ｻｰﾋﾞｽ､ｻｰﾋﾞｽの交代､ｻｰﾋﾞｽの順 

序､ｺｰﾄの交代､ﾚｼｰﾌﾞ､ﾌﾟﾚｲﾔｰの失点) 

・ｹﾞｰﾑ進行のｺｰﾙ 

Ａ 

 

 Ａ 

 

 Ａ 

 Ａ 

 Ｂ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ｂ 

 Ｃ 

Ａ 
Ｂ 

 Ａ 

 Ｃ 

 Ａ 

 Ｂ 

  
 Ａ 

 
ＡＥＤ使用法 

 
ＡＥＤ 

・ＡＥＤとは 

・ＡＥＤの必要性と校内及び学校外に設置してある場

 所の確認 

・ＡＥＤの使用方法 

Ａ 

 Ａ 

 

 Ａ 

生活と安全・健

康 
 
 
 
 
 
 
 

生活について 

 

 

 

青少年期と事故

 

学校管理下での

スポーツ活動中

の事故と対策 

・ＱＯＬの概念を理解し，ＱＯＬが向上するための健

 康観を考える 

・『健康日本２１』にみる生活改善と健康指標 

・健康増進法の基本的な考え方を理解する 

・青少年期の主要死因の実態を把握し、自分の生活の

 様子を振り返る 

・学校管理下の死亡・障害の実態を把握し、安全管理

 の徹底や、予防に努める 

・学校管理下での事故と対策 

Ａ 

 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

 

Ａ 

 

Ｂ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
理論 

 
 
 

 
 
救急法の基礎

知識 

救命手当 

 

 

 

 

応急手当 

 

 

 

 

ケガの予防と再

発防止 

・救命手当の必要性を理解し、救助者自身の身の安全

 を確保する、原則として薬品は使用しないことなど

 の、救助に際して必要な知識を把握する 

・救命手当（心肺蘇生法）の正しい手順を理解する 

・出血に対する止血法を理解する 

・傷に対する手当 

・脊椎損傷に対する手当 

・骨折に対する手当 

・脱臼、腱断裂、捻挫に対する手当 

・突き指、打撲、肉離れに対する手当 

・基本的なテーピングの巻き方 

・ストレッチングの行い方 

・マッサージの行い方 

Ａ 

   
   
 Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

 Ｂ 

Ａ 

 Ａ 

 Ａ 

Ｂ 

Ａ 

Ａ 

 



 英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ  の基礎・基本 

 

１．細目数 

  分類 Ａ Ｂ Ｃ 細目数計 

４技能 １２ ６ ５ ２１ 

文型 ６ ７ ０ １４ 

文法 １４ １０ １２ ３６ 

英語Ⅰ  １学年（２単位） 

その他 ３ ２ ０ ３ 

細目数計 ３５ ２５ １７ ７６ 

     

 Ａ Ｂ Ｃ 細目数計 

４技能 １４ ６ ２ ２１ 

文型 ９ ４ ０ １４ 

文法 ２２ １１ ３ ３６ 

英語Ⅱ ２学年（２単位） 

その他 ３ ２ ０ ３ 

細目数計 ４８ ２３ ５ ７６ 

     

  Ａ Ｂ Ｃ 細目数計 

４技能 １４ ６ ２ ２１ 

文型 １３ ０ ０ １３ 

文法 ２６ ９ １ ３６ 

英語Ⅲ ３学年（２単位） 

その他 ４ １ ０ ５ 

細目数計 ５７ １６ ３ ７６ 

 

２．分類とそれらの内容          １／５ 

分類  項目 細目 理解すべき内容 Ⅰ Ⅱ Ⅲ 

聞き取り 英語を聞いて、語句や文を正しく聞き取ることがで

きる。 

A A A 

必要な情報を探し

て聞き取る 

英語を聞いて、必要な情報を得ることができる。 A A A 

聞くこと 

概要を把握する 英語を聞いて、概要や要点をまとめることができ

る。 

C B B 

探し読み まとまりのある文章を読んで、必要な情報を得るこ

とができる。 

A A A 

すくい読み まとまりのある文章を読んで、概要や要点をまとめ

ることができる。 

A A A 

文の構造を捉えて

読む 

複雑な構造を持つ文や長い文の構造を捉え、文章全

体の読みと解釈に役立てることができる。 

A A A 

文同士の関係の把

握 

接続詞や語彙を手がかりに文同士の関係を捉えて

読むことができる。 

A A A 

4 技能 

読むこと 

段落読み 談話標識や段落同士の関係を手がかりに、まとまっ

た量の文章の概要や要点を把握することができる。 

B B B 



２／５ 

分類  項目 細目 理解すべき内容 Ⅰ Ⅱ Ⅲ

音読と黙読 目的や状況に応じて、音読や黙読など、適切な読み

方をすることができる。 

A A A 

適切な読み方 目的や状況に応じて、速読や精読など、適切な読み

方をすることができる。 

B B B 

読むこと 

書き手の意向を理

解する 

まとまった量の文章を読んで、書き手の意向などを

理解し、それについて自分の考えをまとめたり伝え

たりできる。 

B B B 

再生 英語を聞いたり読んだりして、その内容を正しく再

生することができる。 

A A A 

応答 質問に英語で正しく答えることができる。 A A A 

発表 聞いたり読んだりして得た情報や自分の考えなど

について、発表することができる。 

C B A 

話すこと 

話し合い 聞いたり読んだりして得た情報や自分の考えなどに

ついて、話し合ったり意見の交換をしたりできる。 

C B A 

再生 英語を聞いて、語句や文を正しく書くことができる。 A A A 

応答 質問の答えを書くことができる。 A A A 

文の構造を捉えて

書く 

構造や文型に気をつけて文を書くことができる。 A A A 

文同士の関係の把

握 

接続詞や語彙の繋がりを考慮して文章を書くこと

ができる。 

B A A 

段落単位の文章を

書く 

談話標識や段落同士の関係に気をつけて文章を書

くことができる。 

C C C 

まとめて書く 聞いたり読んだりしたことやそこから得た情報の、

概要や要点をまとめて書くことができる。 

B A A 

4 技能 

書くこと 

考えを整理して書

く 

聞いたり読んだりして得た情報や自分の考えなど

について、整理して書くことができる。 

C C C 

S+V 五文型 第1文型の基本的な構造と性質について理解し、適

切に使用することができる。 

A A A 

五文型 第2文型の基本的な構造と性質について理解し、適

切に使用することができる。 

A A A 

V＝be 以外の動詞 

C＝現在/過去分詞 

V＝be動詞以外の場合、C＝現在分詞・過去分詞の場

合の第3文型の用法について理解し、適切に使用す

ることができる。 

B A A 

S+be+that/whethe

r/why 節 

C＝節の場合の第 3 文型の用法について理解し、正

しく使用することができる。 

B B A 

S+V+C 

S+seem 等+to 不定

詞 

V＝seem等、様態を表す動詞の場合の第3文型の用

法について理解し、正しく使用することができる。 

B B A 

五文型 第3文型の基本的な構造と性質について理解し、適

切に使用することができる。 

A A A S+V+O 

O＝if/whether 節 O＝if/whether節の場合の第3文型の用法について

理解し、正しく使用することができる。 

B B A 

S+V+IO+D

O 

五文型 第4文型の基本的な構造と性質について理解し、適

切に使用することができる。 

A A A 

文型 

 DO＝if/whether 節

または DO＝疑問詞

節 

O＝if/whether節・疑問詞節の場合の第4文型の用

法について理解し、正しく使用することができる。 

B B A 

 



３／５ 

分類   項 目   細 目 理解すべき内容 Ⅰ Ⅱ Ⅲ 

五文型 第5文型の基本的な構造と性質について理解し、適

切に使用することができる。 

A A A 

C＝現在/過去分

詞 

C＝現在分詞・過去分詞の場合の第 4 文型の用法に

ついて理解し、適切に使用することができる。 

A A A 

S+V+O+C  

C＝原形不定詞 C＝原型不定詞の場合の第 4 文型の用法について理

解し、正しく使用することができる。 

B A A 

文型 

意味上の

主語 

it 状況の it や意味上の主語について理解することが

できる。 

B A A 

受動態と能動態 受動態と能動態の関係について理解し、適切に使用

することができる。 

A A A 

助動詞と受動態 助動詞と共起した場合の受動態の構造や意味につ

いて理解し、正しく使用することができる。 

A A A 

進行形の受動態 進行形の受動態の構造、意味、用法について理解し、

正しく使用することができる。 

A A A 

受動態 

受動態と時制 過去完了や未来表現での受動態の構造、意味、用法

について理解し、正しく使用することができる。 

B A A 

副詞的用法 目的、感情の原因・理由、程度、結果という用法の

違いについて理解し、状況に応じて適切に使い分け

ることができる。 

A A A 不定詞 

完了不定詞 完了のhaveが不定詞として使用される場合につい

てその構造や意味を理解し、正しく使用することが

できる。 

B B B 

動名詞 動名詞 動名詞の名詞としての役割について理解し、主語、

動詞の目的語、前置詞の後に出現する動名詞の意味

と用法について但しく使用することができる。 

A A A 

動名詞と

不定詞 

動名詞と不定詞 動名詞と不定詞が包含する概念や用法の違いにつ

いて理解し、適切に使い分けることができる。 

B A A 

現在分詞 現在分詞の持つ能動的な意味と用法について理解

し、適切に使用することができる。 

A A A 分詞の形

容詞的用

法 過去分詞 過去分詞の持つ受動的な意味と用法について理解

し、適切に使用することができる。 

A A A 

現在分詞  分詞構文(現在分詞)の意味について理解する

と共に、付帯状況・時・理由・譲歩という 4

つの用法について理解し適切に使い分けるこ

とができる。 

C A A 

過去分詞 分詞構文(過去分詞)の意味について理解する

と共に、付帯状況・時・理由・譲歩という 4

つの用法について理解し適切に使い分けるこ

とができる。 

C A A 

文法 

分詞構文 

独立分詞構文 独立分詞構文の構造と用法について理解し、

正しく使用することができる。 

C B B 

 



４／５ 

分類   項 目   細 目 理解すべき内容 Ⅰ Ⅱ Ⅲ 

節を導く接続詞 名詞節・副詞節を導く接続詞の意味や用法につ

いて理解し、文脈に応じて適切に使用すること

ができる。 

A A A 

that      主語・補語・目的語それぞれの用法について理

解し、正しく使用することができる。 

A A A 

接続詞 

if/whether, 

because… 

because 以下が主語・補語・目的語であるそれ

ぞれの用法について理解し、正しく使用するこ

とができる。 

B 

 

B 

 

A 

制限的用法 主格・目的格・所有格の構造と用法について理

解し、正しく使用することができる。 

A A A 

関係代名詞 what 先行詞がない関係代名詞の用法について理解

し、正しく使用することができる。 

A A A 

非制限的用法 関係代名詞の非制限用法について理解し、正し

く使用することができる。 

C B A 

前置詞 + 関係代

名詞 

前置詞を伴う関係代名詞の構造と用法につい

て理解し、正しく使用することができる。 

B A A 

関係代名

詞 

前文を受ける関係

代名詞 

文同士の関係と関係代名詞の役割について理

解し、適切に使用することができる。 

C B B 

制限的用法 where (場所)・when (時)の制限的用法につい

て理解し、正しく使用することができる。 

A A A 関係副詞 

非制限的用法 where (場所)・when (時)の非制限的用法につ

いて理解し、正しく使用することができる。 

C B A 

完了 

 

過去/現在/未来の完了についてその構造と意

味、使用される状況の違いについて理解し、正

しく且つ適切に使用することができる。 

 

A 

 

A 

 

A 

完了進行 現在/過去/未来の完了進行形の構造と意味、使

用される状況の違いについて理解し、正しく適

切に使用することができる。 

B A A 

仮定法 仮定法・仮定法過去/過去完了についてその構

造と意味、使用される状況の違いについて理解

し、正しく適切に使用することができる。 

B A A 

助動詞の過去形 助動詞の過去形の持つ丁寧さ/自信のなさや仮

定的な意味について理解し、適切に使用するこ

とができる。 

B B B 

時制 

 

 

助動詞を使った過

去表現 

助動詞の過去形 + 完了形の構造と意味につい

て理解し、正しく使用することができる。 

B A A 

時制の一

致 

時制の一致 文脈や文内で用いられる時制の一致の構造に

ついて理解することができる。 

B B A 

原級，比較級，最

上級の対応 

原級/比較級/最上級を用いた比較表現につい

て理解し、正しく使用することができる。 

A A A 

文法 

比較 

原級を用いた比較

表現・比較級を用

いた最上表現 

原級を用いた比較級や比較級を用いた最上級

の表現について理解し、正しく使用することが

できる。 

C B B 

 



５／５ 

分類   項 目   細 目 理解すべき内容 Ⅰ Ⅱ Ⅲ 

話法 直接・間接話法 話法の違いについて理解し、適切且つ効果的に

使用することができる。 

C C B 

否定 否定の範囲 否定辞が否定する範囲について理解し、正しく

使用することができる。 

C B B 

強調構文 強調構文 強調構文の構造や効果について理解すること

ができる。 

C C B 

文法 

無生物主

語 

無生物主語 無生物主語を持つ文の構造や考え方について

理解することができる。 

C B B 

 倒置 倒置 倒置が起こる場合や用法、意味について理解す

ることができる。 

C C B 

辞書の使い方 辞書の特徴と使用法について理解し、学習に役立

てることができる。 

A A A その他 辞書の使

い方 

発音記号 発音記号 IPA記号について理解し、読んだり書いたりでき

る。 

B B B 

 筆記体学

習 

筆記体学習 アルファベットの筆記体を読んだり書いたりでき

る。 

B B A 

 



  英文法Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ   の基礎・基本 

 

１．細目数 

 

２．分類とそれらの内容 

            １／４ 

分 類 項 目 細 目 理解すべき内容 
区分 

英文Ⅰ 

区分

英文Ⅱ

区分

英文Ⅲ

５文型 SV,SVC, 

SVO,SVOO,SVOC 

５文型の特徴を理解し、正しく分類する

ことができる。 
Ａ Ａ Ａ 

文の種類 平叙/疑問/命令/

感嘆 

平叙/疑問/命令/感嘆の各文の特徴を理

解し、文を作ることができる。 
Ａ Ａ Ａ 

動詞 動詞活用 動詞を正しく活用することができる。 Ａ Ａ Ａ 

現在 現在時制の特徴を理解し、文を作ること

ができる。 
Ａ Ａ Ａ 

過去 過去時制の特徴を理解し、文を作ること

ができる。 
Ａ Ａ Ａ 

時制 

未来 未来時制の特徴を理解し、文を作ること

ができる。 
Ａ Ａ Ａ 

現在 現在進行形の特徴を理解し、文を作るこ

とができる。 
Ａ Ａ Ａ 

過去 過去進行形の特徴を理解し、文を作るこ

とができる。 
Ａ Ａ Ａ 

進行形 

未来 未来進行形の特徴を理解し、文を作るこ

とができる。 
Ａ Ａ Ａ 

現在 現在完了形の特徴を理解し、文を作るこ

とができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

過去 過去完了形の特徴を理解し、文を作るこ

とができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

基礎 

完了形 

未来 

 

未来完了形の特徴を理解し、文を作るこ

とができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

  分  類 Ａ Ｂ Ｃ   細目数計 

英文法Ⅰ １年生（１単位） 基礎 15 7 30 52 

  発展 0 1 15 16 

細 目 数 計 15 8 45 68 

 

  分  類 Ａ Ｂ Ｃ   細目数計 

英文法Ⅱ ２年生（２単位） 基礎 19 33 0 52 

  発展 0 16 0 16 

細 目 数 計 19 49 0 68 

 

  分  類 Ａ Ｂ Ｃ   細目数計 

英文法Ⅲ ３年生（２単位） 基礎 52 0 0 52 

  発展 16 0 0 16 

細 目 数 計 68 0 0 68 



２／４ 

分 類 項 目 細 目 理解すべき内容 
区分 

英文Ⅰ 

区分

英文Ⅱ

区分

英文Ⅲ

現在 現在完了進行形の特徴を理解し、文を作

ることができる。 Ｃ Ｂ Ａ 

過去 過去完了進行形の特徴を理解し、文を作

ることができる。 Ｃ Ｂ Ａ 

完了 

進行形 

 

未来 未来完了進行形の特徴を理解し、文を作

ることができる。 Ｃ Ｂ Ａ 

助動詞としての

be, have, do 

助動詞としてのbe, have, doを理解し、

使用することができる。 Ａ Ａ Ａ 

can / could,  

may / might, 

must, will,  

would, shall,  

should 

各助動詞の特徴を理解し、正しく使用す

ることができる。 

Ｂ Ａ Ａ 

ought to, used 

to, need, had  

better, dare 

各助動詞の特徴を理解し、正しく使用す

ることができる。 Ｃ Ｂ Ａ 

助動詞 

助動詞+完了形 助動詞+完了形の用法を理解し、正しく使

用することができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

平叙/疑問/否定 受動態の平叙文/疑問文/否定文を作るこ

とができる。 
Ａ Ａ Ａ 

by動作主の省略 by動作主の省略を理解する。 Ａ Ａ Ａ 

群動詞・by以外 群動詞やby以外の前置詞を正しく使用す

ることができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

第4文型 第4文型を受動態にすることができる。 Ｃ Ｂ Ａ 

助動詞 助動詞を含む構文を受動態にすることが

できる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

受動態 

進行形・完了形 進行形や完了形の構文を受動態にするこ

とができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

基本3用法 不定詞の基本的な３つの用法を理解し、

分類できる。 
Ａ Ａ Ａ 

意味上の主語 不定詞の意味上の主語を理解する。 Ｃ Ｂ Ａ 

原形不定詞 原形不定詞の構文を作ることができる。 Ｃ Ｂ Ａ 

不定詞の表す時 不定詞の表す「時」を理解する。 Ｃ Ｂ Ａ 

受動態・進行形・

否定 

受動態、進行形、否定を含む不定詞を理

解し、作ることができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

疑問詞+ to do 疑問詞+ to doの用法を理解し、文を作る

ことができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

基礎 

不定詞 

be + to do be + to doの用法を理解し、文を作るこ

とができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

形容詞的用法(限

定・叙述) 

分詞の形容的用法(限定・叙述)を理解し、

文を作ることができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

分詞構文 分詞構文の用法を理解し、文を作ること

ができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

 分詞 

 

独立分詞構文 独立分詞構文の用法を理解し、文を作る

ことができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

 



３／４ 

分 類 項 目 細 目 理解すべき内容 
区分英

文Ⅰ 

区分

英文Ⅱ

区分

英文Ⅲ

基本用法 動名詞の基本的な用法を理解し、文を作

ることができる。 
Ａ Ａ Ａ 

意味上の主語 動名詞の意味上の主語を理解する。 Ｃ Ｂ Ａ 

受動態・否定 受動態、否定を含む動名詞を理解し、文

を作ることができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

動名詞 

不定詞と動名詞 不定詞と動名詞の用法を理解する。 Ｃ Ｂ Ａ 

基本用法 原級/比較級/最上級の用法を理解し、文

を作ることができる。 
Ａ Ａ Ａ 

比較 

重要構文 比較に関する重要構文を理解し、使用す

ることができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

関係代名詞の基

本用法 

関係代名詞 (who, whose, whom,  

which, that) の用法を理解し、使用する

ことができる。 

Ａ Ａ Ａ 

関係代名詞what 関係代名詞whatの用法を理解し、使用す

ることができる。 
Ｂ Ａ Ａ 

前置詞+関係代名

詞 

前置詞+関係代名詞の文を作ることがで

きる。 
Ｂ Ａ Ａ 

関係副詞 関係副詞 (where, when, how, why)の用

法を理解し、使用することができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

制限・非制限用法 関係代名詞の制限・非制限用法を理解す

る。 
Ｃ Ｂ Ａ 

関係詞の省略 先行詞や関係詞の省略を理解する。 Ｃ Ｂ Ａ 

関係詞 

複 合 関 係 代 名

詞・複合関係副詞 

複合関係代名詞 (whoever, whatever, 

whichever) と 複 合 関 係 副 詞

(wherever,whenever) の用法を理解し、

使用することができる。 

Ｃ Ｂ Ａ 

仮定法現在 仮定法現在の用法を理解し、文を作るこ

とができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

仮定法過去 仮定法過去の用法を理解し、文を作るこ

とができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

仮定法過去完了 仮定法過去完了の用法を理解し、文を作

ることができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

基礎 

仮定法 

慣用表現 仮定法の慣用表現を理解し、使用するこ

とができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 
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分 類 項 目 細 目 理解すべき内容 
区分英

文Ⅰ 

区分

英文Ⅱ

区分

英文Ⅲ

句と節 句と節 句と節を理解し、両者を正しく書き換え

ることができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

等位接続詞 and, but, or, so 等の用法を理解し、正

しく使用することができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

接続詞 

従属接続詞 時、原因・理由、条件、目的等の接続詞

を理解し、正しく使用することができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

前置詞 前置詞 前置詞の意味を理解し、使い分けること

ができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

冠詞 冠詞 冠詞の意味を理解し、使い分けることが

できる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

代名詞 代名詞 代名詞の意味を理解し、使い分けること

ができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

名詞 名詞 名詞の用法を理解し、正しく使用するこ

とができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

形容詞 形容詞 形容詞の用法を理解し、正しく使用する

ことができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

副詞 副詞 副詞の用法を理解し、正しく使用するこ

とができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

数の一致 数の一致 数の一致を理解し、正しい文を作ること

ができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

同格 同格 同格の用法を理解し、正しく使用するこ

とができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

否定 否定 否定の用法を理解し、正しく使用するこ

とができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

無生物 

主語 

無生物 

主語 

無生物主をの構文を理解し、正しい文を

作ることができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

話法 話法 話法の用法を理解し、正しく話法の転換

をすることができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

倒置 倒置 倒置の用法を理解し、正しい文を作るこ

とができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

強調 強調 強調の用法を理解し、正しい文を作るこ

とができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

同格 同格 同格の用法を理解し、正しく使用するこ

とができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

否定 否定 否定の用法を理解し、正しく使用するこ

とができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

無生物 

主語 

無生物 

主語 

無生物主をの構文を理解し、正しい文を

作ることができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

話法 話法 話法の用法を理解し、正しく話法の転換

をすることができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

倒置 倒置 倒置の用法を理解し、正しい文を作るこ

とができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

発展 

強調 強調 強調の用法を理解し、正しい文を作るこ

とができる。 
Ｃ Ｂ Ａ 

 



 英語演習ⅠⅡⅢ の基礎・基本 

 

１．細目数 

 分 類 A B C 細目数計 

発音 １５ ２ ２ １９ 

Speech, Speaking ３ ０ ５ ８ 

Listening １ ３ ７ １１ 

英語演習Ⅰ〔１学年（２単位）〕 

表現 １４ ０ ９ ２３ 

細 目 数 計 ３３ ５ ２３ ６１ 

 

 分 類 A B C 細目数計 

発音 １７ ２ ０ １９ 

Speech, Speaking ３ ４ １ ８ 

Listening ４ １ ６ １１ 

英語演習Ⅱ〔２学年（１単位）〕 

表現 １４ ９ ０ ２３ 

細 目 数 計 ３８ １６ ７ ６１ 

 

 分 類 A B C 細目数計 

発音 １９ ０ ０ １９ 

Speech, Speaking ７ ０ １ ８ 

Listening ５ ２ ４ １１ 

英語演習Ⅲ〔３学年（１単位）〕 

表現 ２３ ０ ０ ２３ 

細 目 数 計 ５４ ２ ５ ６１ 

 

 

２．分類とそれらの内容 

分類 項目 細目 理解すべき内容 Ⅰ Ⅱ Ⅲ 

息の通り道 1-1「ダウン体操」1-2「深呼吸体操」 

1-3「スプーン体操」1-4「のど仏体操」 

ができる。 

A A A 

ハミング発音 

STEP1「音のエネル

ギー」 

 
息の出し方 2-1「息の移動体操」2-2「天井体操」 

2-3「息の上昇体操」2-4「息の下降体操」 

ができる。 

A A A 

ハミング発音 

STEP2「音のための

筋肉」 

口のストレッ

チ 

1-1「スマイル体操」1-2「ほっぺ体操」1-3「鼻

の下体操」1-4「大らっぱ体操」1-5「小らっぱ

体操」1-6「下くちびる体操」1-7「ねずみ体操」

1-8「あごがまん体操」ができる。 

A A A 

発音 

ハミング発音 

STEP2「音のための

筋肉」(つづき) 

 

舌のストレッ

チ 

2-1「アップ体操」2-2「パタパタ体操」 

2-3「スライド体操」2-4「Ｌ体操」 

2-5「舌先体操」2-6「Ｒ体操」 

2-7「Ｒのハート体操」 

2-8「ダウン→Ｒ体操」ができる。 

A A A 
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分類 項目 細目 理解すべき内容 Ⅰ Ⅱ Ⅲ

ハミング発音 

STEP3「音の形」 

 

 ①基本の口アップ ②基本の口ダウン  

③らっぱの口アップ ④らっぱの口ダウン 

⑤あくびの口ダウン ⑥三角の口ダウン 

⑦くちぶえの口ダウン ⑧スマイルの口ダ

ウン ⑨ねずみの口ダウン ⑩ハミングの

口ダウン ができる。 

A A A 

母音 母音【a:】【ɔ：】【a】【ʌ】【ə】【ɪ】【ʊ】【e】【i:】

【ӕ】【aɪ】【au】【ɔɪ】【eɪ】【ou】【u:】の発音

ができる。 

A A A 

子音 子音【h】【k】【g】【ŋ】【t】【d】【n】【Ѳ】【ð】

【ʃ】【Ӡ】【ʧ】【ʤ】【s】【z】【f】【v】【p】【b】

【m】ができる。 

A A A 

Ｌの音 【əl】、母音＋Ｌ、子音＋Ｌ、先頭Ｌの発音

ができる。 
A A A 

ハミング発音 

STEP4「音のもと」

 

Ｒの音 【ə：r】、【ər】、アルファベットＲ，子音＋Ｒ、

先頭Ｒの発音ができる。 
A A A 

ハミング発音 

STEP5「音の動き」

アルファベット

(Ａ～Ｚ) 

Ａから順にＺまで発音することができる。 
A A A 

ハミング発音 

STEP6「音の流れ」

文章 文章を、息を切らずに、一息で、一本の線で

結ばれるように発声できる。 
B A A 

マーク１ 

(意味の薄い語が弱

い音となるとき) 

意味の薄い語を弱形で発音することができ

る。  A A A 

マーク２ 

(消える音) 

弱勢がおかれないｈを消去することができ

る。【ʌ】を発話で弱い箇所のときにアクセン

トのないあいまいな【ə】で発音することが

できる。スピードのついた発話で、特に弱い

音節の【ə】を消去することができる。 

A A A 

マーク２・２ 

(聞こえなくな

る音) 

【k】【g】【p】【b】【t】【d】を聞こえなくな

るように発音できる。【t】【d】＋【Ѳ】【ð】

のとき【t】【d】を聞こえなくなるように発

音できる。 

A A A 

マーク３ 

(音の切れ目が

なくなり、つな

がる時)  

隣り合う音をくっつけて別の音に変化でき

る。子音と母音を区切らず連続させて発音で

きる。舌の省エネができる。 
A A A 

ハミング発音 

STEP7「音の変化」

 

マーク２＋マー

ク３ 

(同じ音、似た音

が並んだ場合) 

同じ音、似た音を統合させる感じで発音でき

る。 
A A A 

STEP8「音の強弱」

ハミング発音 

文章 文章を、強弱をつけて発音することができ

る。 
B A A 

暗唱文  暗唱文を正しい発音で読むことができる。 C B A 

発音 

(つづき) 

応用文  どんな英文でも正しい発音で読むことがで

きる。 
C B A 
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分類 項目 細目 理解すべき内容 Ⅰ Ⅱ Ⅲ 

Self 

Introduction 

(自己紹介) 

 英語で自己紹介できる。 

A A A 

Dialogue 

(対話) 

 英語で相手と対話を発表できる。 
A A A 

Recitation 

(暗唱) 

 英語で暗唱文を発表できる。 
A A A 

Summary 

(要約) 

 英文を読んで自分の英語で要約ができる。 
C B A 

Short Speech  題目を与えられて、短いスピーチを英語で

発表できる。 
C B A 

Following  英文を聞いて、原稿を見ないで後をついて

読める。 
C B A 

瞬間英作  日本文を見て即座に作文できる。 C B A 

Speech, 

Speaking 

応用  英語で言いたいことを話すことができる。 C C C 

Dictation 

(空所補充) 

 テープを聞いて、空所を適語で埋めること

ができる。 
A A A 

実用英語検定 

準２級リスニ

ング大問１(対

話の補充) 

準２級リスニング大問１レベルが理解で

きる。 
B A A 

実用英語検定 

準２級リスニ

ング大問２ 

(対話) 

準２級リスニング大問２レベルが理解で

きる。 
B A A 

実用英語検定 

準２級リスニ

ング大問１(対

話の補充) 

準２級リスニング大問１レベルが理解で

きる。 
B A A 

実用英語検定 

準２級リスニ

ング大問２ 

(対話) 

準２級リスニング大問２レベルが理解で

きる。 
B A A 

実用英語検定 

準２級リスニ

ング大問３ 

(長文) 

準２級リスニング大問３レベルが理解で

きる。 
B A A 

Listening 

(聴解力) 

Comprehension 

(内容理解) 

実用英語検定 

２級リスニン

グ大問１ 

(対話) 

２級リスニング大問１レベルが理解でき

る。 
C C B 
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分類 項目 細目 理解すべき内容 Ⅰ Ⅱ Ⅲ 

実用英語検定 

２級リスニン

グ大問２ 

(長文) 

２級リスニング大問２レベルが理解でき

る。 
C C B 

TOEIC 

Part Ⅰ (絵を

見ての理解) 

TOEIC リスニング PartⅠレベルが理解で

きる。 C C C 

TOEIC 

PartⅡ 

(対話の補充) 

TOEIC リスニング PartⅡレベルが理解で

きる。 C C C 

TOEIC 

PartⅢ(対話) 

TOEIC リスニング PartⅢレベルが理解で

きる。 
C C C 

TOEIC 

PartⅣ(長文) 

TOEIC リスニング PartⅣレベルが理解で

きる。 
C C C 

Listening 

(聴解力) 

(つづき) 

Comprehension 

(内容理解) 

ドラマの英語 ドラマを鑑賞して、登場人物のせりふを

理解できる。 
C B A 

Survival 

English 

Survival English(生活最低限の英語)が

理解できる。 
A A A 

教室英語 教室英語が理解できる。 A A A 

あいさつ あいさつの表現が理解できる。 A A A 

自己紹介 自己紹介の表現が理解できる。 A A A 

家族・友人・

趣味紹介 

家族・友人・趣味紹介の表現が理解でき

る。 
A A A 

対話(基礎)  

 

故郷紹介 故郷紹介の表現が理解できる。 A A A 

誘う・断る 誘う・断るの表現が理解できる。 A A A 

話題を変える 

興味・関心 

話題を変える・興味・関心の表現が理解

できる。 
A A A 

感謝 感謝の表現が理解できる。 A A A 

対話(感情) 

感情表現 感情表現の表現が理解できる。 A A A 

聞き返す・尋

ねる・頼む 

聞き返す・尋ねる・頼むの表現が理解で

きる。 
A A A 

Directions Directions の表現が理解できる。 A A A 

Shopping Shopping の表現が理解できる。 A A A 

Airport 

-Departure 

Airport-Departure の表現が理解できる。 
C B A 

Airport 

-Arrival 

Airport-Arrival の表現が理解できる。 
C B A 

Telephone Telephone の表現が理解できる。 C B A 

Post Office Post Office の表現が理解できる。 C B A 

Restaurant Restaurant の表現が理解できる。 C B A 

Hospital Hospital の表現が理解できる。 C B A 

Bank Bank の表現が理解できる。 C B A 

Hotel Hotel の表現が理解できる。 C B A 

表現 

対話(場面) 

Reporting an 

Emergency 

Reporting an Emergency の表現が理解で

きる。 
C B A 
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